
申し込み方法

　参加を希望される方は、申込書（別紙）に必要事項

をご記入の上、５月 28 日（木）までに郵送またはフ

ァックスにてお申し込みください。また、本校ホーム

ページから申し込むこともできます。

■■備　考
　参加料・資料代：無料

　昼　食：当日、お弁当を販売します。

■■アクセス
　鉄　道：ＪＲ坂出駅より徒歩５分

　自動車：坂出インターより５分

　飛行機：高松空港から車で 40 分

　※車でお越しの際は、東側よりお入りください。

演 題

新学習指導要領が実現したもの、
積み残したもの

講 師

上智大学総合人間科学部　

　教 授　奈 須　正 裕

プロフィール

　上智大学総合人間科学部教授。徳島県生まれ。徳島大学教育学部卒、東京大学大学院修了、

博士（教育学）。国立教育研究所室長、立教大学教授等を経て現職。専門は教育心理学、教

育方法学。中央教育審議会教育課程部会委員。主な著書に『「資質・能力」と学びのメカニ

ズム』（東洋館出版社）、『次代の学びを創る知恵とワザ』（ぎょうせい）など

本校の研究に寄せて

　教科はとことん教科らしく、総合も総合でしか到達できない境地へ。振り切った二つの学

びが子どもの中で「ものがたり」として統合され意味として析出する時、すべての経験はそ

の子の人生を支える確かな礎となる。学校の在り方を根源的に問う挑戦的な研究である。

講　演
15:25 ～ 16:35

イオン
市立病院

伊予
銀行

※お車でお越しの場合は、入口
付近の渋滞を避けるため南側
から左折してお入りください
なお発表会場が満車の場合
は附属坂出小学校をご利用
ください

ローソン



　新緑の候、皆様にはますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

　本校では、自立した学習者の育成を目指し、生徒が学習の主体となる「ものがたり」

について全教員一丸となって取り組んでいます。そして、「ものがたり」の持つ力を活

かした「ものがたりの授業」によって、生涯学び続けようとする強い学習意欲を持った

生徒の育成を目指し実践を続けてきました。

　本年度は、タイトルを『「わたし」が変わる「ものがたり」の学びー語り合い、探求

する中で、「自己に引きつけた語り」を生み出すカリキュラムの提案－』と掲げました。

様々な学びの場面で、学習者自身が、出来事（題材）と自己との関連を見つめ、時間軸

の中である出来事ともう一つ以上の出来事の題材の関連を筋立て、自分にとっての意味

づけや価値付けをする行為を生み出すことができるように、カリキュラムを通して実践

を積み上げてまいりました。

　つきましては、標記の研究発表会を開催いたしますので、ご多用中とは存じますが、

皆様方のご参会とご指導を賜りたく、ここにご案内申し上げます。

 香川大学教育学部附属坂出中学校

 校 長　平 　篤 志

ごあいさつ

何のために学ぶのか。なぜ学校という場所で学ぶのか。何のために学ぶのか。なぜ学校という場所で学ぶのか。

学んだことが自分とつながり、

自分を変えていくものになったとき、

はじめて私たちは学ぶことの意味や価値を実感する。

そういった経験の繰り返しこそが、

生涯にわたって学び続ける「自立した学習者」を

育てていくのではないだろうか。

「ものがたりの授業」「ものがたりの授業」とは・・・とは・・・

　�他者との語り合いの中で、学んだことを過去の経験と関係づけ、学ぶこ

との意味や価値を実感し、未来につながる自己のよりよい生き方を見い

だしていく授業のこと。

「学び」と「わたし」をつなぐ「学び」と「わたし」をつなぐ「自己に引きつけた語り」「自己に引きつけた語り」

　�学んだことを、自己との関連の中で見つめ直し、自分にとっての意味づ

けや価値づけを語り直す「自己に引きつけた語り」によって、学んだこ

との意味や価値の実感につなげる。

語り合い、探究する学び語り合い、探究する学びが「自己に引きつけた語り」を生むが「自己に引きつけた語り」を生む

語り合い、探究する学びによって、学びは生徒主体のものになる。そして、

学びが自ら主体的に獲得したものになってこそ、学んだことと自己との関連

がより強く結びつき、「自己に引きつけた語り」につながっていく。

「ものがたりの授業」で
生涯にわたり学び続ける生徒を育てる

令和元年度卒業生が卒業に際して３年間の学びを
振り返って書いた自己の「ものがたり」の例

　語り合い、探究する学びの経験が、子どもたちを少しず

つ「自立した学習者」の木に成長させていく。共通学習Ⅰ・Ⅱ、

共創型探究学習ＣＡＮ・シャトル、「特別の教科　道徳」お

よび特別活動、それぞれのカリキュラムで育った木は、成

長する中で互いにからみ合い、よりたくましい木になって

いく。

　木は成長にともない、葉（教科の見方・考え方や探究ス

キル）をつけ、葉を通して生成された養分（学び）をもとに、

さまざまな色の花（「語り」）を咲かせる。花はやがて結実し、

実（「自己に引きつけた語り」）をむすぶ。みのった実には、

その実にしかない味や形があるように、その個にしかない

学びの意味や価値の実感が生まれる。

　このような営みを繰り返す中で、大木として育った木は、

厳しい自然環境の中でも自らの力でたくさんの多様な実を

つけていく。



国　　語

〈研究テーマ〉

言語による認識の力をつけ、豊かな言語文化を育む国語教室の創造
―自己理解を促し、言葉の価値を実感する国語科授業のあり方―

■公開授業Ⅱ� 授業者：木�村　香�織

３年「万葉・古今・新古今」
　新元号の出典で注目を集めた万葉集。和歌を通して、
時代を超えても変わらない人間の本質的な部分に気づ
き、古典に親しみをもつことをねらいとします。短い
言葉に凝縮された心情や美を読み取ることで、言葉を
捉え直し、言葉の価値を実感する授業をめざします。

■公開授業Ⅲ� 授業者：田�村　恭�子

２年「『オツベルと象』をどう読むか（『オツベルと象』宮沢賢治」
　オツベルは悪者なのか、このふたりの結末はなぜ第
５日曜まで語られなかったのか、また最終行の意味と
は…。語り手に注目して読むことで「ものがたり」が
生まれ、作品の世界が広がっていくことを実感する、
そんな授業にしていきたいと思います。

■研究協議会　　　　　　��〈指導者〉

香川県教育委員会事務局義務教育課
主任指導主事

藤 崎　裕 子

香川大学教育学部
教 授

佐 藤　明 宏

公開授業Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ および 教科研究協議会

数　　学

〈研究テーマ〉

数学的な見方・考え方が豊かな生徒の育成
―数学的活動を意識した授業から生まれる「ものがたり」を通して―

■公開授業Ⅰ� 授業者：渡�辺　宏�司

３年「相似な図形」
　生徒は、図形の論証の際、様々な補助線を活用して
証明を行う。補助線で、図形の見方が変わる。補助線
で、証明の考え方が変わる。生徒が、三角形の角の二
等分線の比を証明する中で、補助線の意味や価値を実
感し、「自己に引き付けた語り」を生み出します。

■公開授業Ⅲ� 授業者：吉�田　真�人

２年「箱ひげ図」
　「箱ひげ図からどのようなことが言えるのか」「本当
にそれは正しいのだろうか」と、生徒たちは批判的に
考察しながら統計的な問題解決に取り組みます。お互
いの考えを語り合っていく中で、データの比較に対す
る新たな見方やそのおもしろさに気づいていきます。

■研究協議会　　　　　　��〈指導者〉

香川県教育委員会事務局義務教育課
主任指導主事

小 山　 圭

香川大学教育学部
准 教 授

松 島　 充

理　　科

〈研究テーマ〉

自然事象から問いを見いだし、自ら探究できる生徒の育成
―科学する共同体の中でつむがれる「ものがたり」を通して―

■公開授業Ⅱ� 授業者：島�根　雅�史

３年「カビの不思議」
　食べ物やお風呂場にいつの間にか生えているカビを
見て汚いものと思っている生徒たち。でも本当にそう
なの？そもそもカビはなぜ生えるの？カビの不思議を
解き明かしていくなかで、カビと自分との関係に気づ
き、自然を新たな目で捉え直します。

■公開授業Ⅲ� 授業者：山�下　慎�平

１年「不思議な力『摩擦力』」
　摩擦力って・・・物体の運動の邪魔をして、動きを
止めている力？別になくてもいいんじゃないの？と考
えている生徒たち。そんな摩擦力の探究を通して、力
の世界の広がりを実感し、今生きている世界の見方が
変わる、そんな授業をめざします。

■研究協議会　　　　　　��〈指導者〉

香川県教育委員会事務局義務教育課
主任指導主事

若 林　教 裕

香川大学教育学部
教 授

笠 　潤 平

音　　楽

〈研究テーマ〉

音や音楽の意味を見出し、音楽とのかかわりを深める学習のあり方
―音楽観の捉え直しや変容からつむがれる「ものがたり」を通して―

■公開授業Ⅲ� 授業者：堀�田　真�央

３年「音楽が伝えるもの～オペラ『アイーダ』を通して～」
　「堅苦しい」となぜ思うのか。オペラに対する「当
たり前」を見直し、作曲者は音楽で何を伝えようとし
たのか考えていきます。オペラだけでなく、音や音楽
そのものについて考える授業をめざします。

■研究協議会　　　　　　��〈指導者〉

綾川町立綾上中学校
校 長

十 川　裕 史

香川大学教育学部
教 授

岡 田　知 也

美　　術
〈研究テーマ〉

創造活動の喜びを見出す美術の学び
―仲間と深め合う創造活動を通して新たな見方・感じ方を獲得する授業の提案―

■公開授業Ⅲ� 授業者：渡�邊　洋�往

３年「世界を変えるデザイン」
　デザインがあれば生活は豊かになるけどなくても困
らないもの？自分たちの生活環境から問題を発見し、
原因を掘り下げ、問題解決のアプローチをしていくこ
とで、自分を取り巻く世界を変える創造活動の力を発
見します。

■研究協議会　　　　　　��〈指導者〉

観音寺市立豊浜小学校
校 長

河 内　直 人

香川大学教育学部
准 教 授

吉 川　暢 子

社　　会

〈研究テーマ〉

これからの社会のあり方を自ら考える民主社会の形成者の育成をめざした社会科学習のあり方
―「探究的な学びの過程」を通して「今・ここ」を相対化し「社会的自己」を捉え直す―

■公開授業Ⅱ� 授業者：大和田　俊

２年「日米和親条約の物語」
　ペリーの開国要求に対する幕府の対応について語り
合い、19世紀の世界史における日米和親条約の意義を
考えていきます。さらに、日米和親条約締結の歴史か
ら大国に対するこれからの日本外交のあり方を捉え直
すことで歴史を学ぶ意味や価値を見出していきます。

■公開授業Ⅲ� 授業者：大�西　正�芳

１年「アメリカの農業の物語」
　世界最大の穀倉地帯として知られるアメリカ。「な
ぜアメリカはここまで大量に生産できるのか？」生徒
とともに探究し、アメリカの農業を捉え直していきま
す。そして語り合う中で、身の回りの景観に対する新
たな見方や考え方に気づいていきます。

■研究協議会　　　　　　��〈指導者〉

香川県教育委員会事務局義務教育課
主任指導主事

三 野　 健

文教大学教育学部
教 授

伊 藤　裕 康

保�健�体�育

〈研究テーマ〉

運動・スポーツの面白さに浸り、豊かなスポーツライフの実現へつなぐ保健体育学習
―運動・スポーツの本質を問い続ける共同体づくりを通して―

■公開授業Ⅱ� 授業者：石�川　敦�子

１年「球技　シッティングバレーボール」
　誰もができる素晴らしいスポーツ！シッティングバ
レーボールを通して、運動・スポーツの面白さやこれ
までの見方・考え方がより深いものになり、豊かなス
ポーツライフへとつなぎます。

■公開授業Ⅲ� 授業者：德�永　貴�仁

３年「文化としてのスポーツ～ブラインドサッカーを通じて～」
　スポーツにはどんな魅力や価値があるのか。東京オ
リパライヤーの今年、ブラインドサッカーを通じてス
ポーツの魅力や価値について再認識する必要があるの
ではないか。スポーツへの関わり方を知り、体験する
ことで自分の中のスポーツ観がガラリと変わります！

■研究協議会　　　　　　��〈指導者〉

香川県教育委員会事務局保健体育課
主任指導主事

三 宅　健 司

香川大学教育学部
准 教 授

米 村　耕 平

技�術・家�庭

〈研究テーマ〉

「生活に始まり、生活に返る」実践力を育む技術・家庭科教育
―生活を語り合い、実践することで生まれる「ものがたり」を通して―

■公開授業Ⅱ� 授業者：大�西　昌�代

１年「ものを消費する　～衣生活を考える～」
　「自分のことだけ考えて衣服を選ぶ？」消費者とし
てその選択は正しいのか。世の中には安く、たくさん
の衣服があふれています。ものを選択し、それを消費
することは、投票行為です。今の生活の「当たり前」
を見直し、自己の消費行動について語り合います。

■公開授業Ⅲ� 授業者：渡�邉　広�規

１年「　接合　」
　「材料を接合する」この行為には一体どのような要
素が含まれているのか。接合に対する自分の考えを仲
間と語り合う中で、生徒は時代を越えた接合の強さと
美しさに出会います。そして接合に対する考え方が変
わり、生活の見え方が変わり、実践が変わります。

■研究協議会　　　　　　��〈指導者〉

坂出市教育委員会
指導主事

國 木　良 輝

高松市立下笠居小学校
校 長

久保田　恭 子

香川大学教育学部
教 授

宮 﨑　英 一

香川大学教育学部
教 授

妹 尾　理 子

外 国 語

〈研究テーマ〉

コミュニケーションへの意欲を高める英語授業の創造
―主体的な言語活動から生まれる「ものがたり」を通して―

■公開授業Ⅱ� 授業者：眞�鍋　容�子

３年「Think�about�cultural�differences」
　私たちはなぜ英語を学ぶのか。異なる言語を学ぶこ
とで異なる文化を知り、多様な価値観に出会うことが
できます。ことわざや慣用句を通して、生徒が異文化
間コミュニケーションの意味や価値を実感する授業を
めざします。

■公開授業Ⅲ� 授業者：黒�田　健�太

２年「Why�Japanese�people!?－英語再発見－」
　私たちが教科書を通して学ぶ英語表現。相手や状況
によっては私たちが意図していないニュアンスで伝
わってしまうことがあります。ALTとのやり取りを通
して英語表現に対する新たな気づきを促すとともに、
コミュニケーションへの意欲を高めていきます。

■研究協議会　　　　　　��〈指導者〉

西部教育事務所
主任指導主事

松 本　大 輔

香川大学教育学部
准 教 授

中 住　幸 治
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講  演
新学習指導要領が

実現したもの、積み残したもの
（上智大学教授 奈須正裕先生）学校保健研究協議会

13:10 14:00 14:10 15:10 15:25 16:35

学�校�保�健
〈提案テーマ〉

人間性豊かで心身ともにたくましい子供の育成をめざして
―「他者と関わる力」を育む養護教諭の関わり―

� 提案者：日�本　亜�矢

　ソーシャルワーカーと連携し、ソーシャルスキルト
レーニングを実施し「他者と関わる力」を育む、養護
教諭の関わりの工夫について提案します。

■講演� スクールソーシャルワーカー：藤�澤　�茜�先生

グループワークを活用した生徒支援
～養護教諭とソーシャルワーカーの視点を活かしたSSTから教育相談活動への展開～

■研究協議会　　　　　　��〈指導者〉

香川県教育委員会事務局保健体育課
指導主事

橘 　和 代

香川大学教育学部
准 教 授

宮 前　淳 子

10:55


